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≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

担当課 教育委員会 文化振興課 問合せ先 0957-53-4111（内線372）

一般財源 1,016 千円

●目的
　小中学生が大村市の歴史や人物について独自に調査・研究し、その成果を発表する機会を作ることで、
大村市の歴史を通じて子どもたちの郷土愛を育む。

●概要
  小中学校に設置された郷土史クラブの活動を支援する。
　各クラブは、市学芸員等の協力を受けながら大村市の歴史や人物等について個別にテーマを設け、史跡
見学等の調査・研究を行い、郷土の歴史を理解する。
　 研究の成果は、成果発表会や展示等で市民に広く公開する。

●対象
  市内の小中学生

郷土を愛し誇りに思う意識を育てるためには、小中学生の頃に郷土の歴史や人物、地域に残された文化財
を知り、その価値を理解することが重要である。
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施策： 文化財の保護・活用・継承

事業名： 郷土を誇りに思う子ども育成事業 現状維持 予算額

各校郷土史クラブの活動支援

例）・各学校への出前講座

・史跡見学、資料見学の対応

・資料の提供や紹介

・史跡見学ツアー、

成果発表会の企画運営
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

4,218 26,761

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 4,934 4,122 4,828 4,441 4,218

2次評価 1次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

学校教育と連動した事業であり、市が行う必要がある。また、学校現場と教育委員会との連
携、学芸員による専門的な支援が不可欠である。

有効性
(施策貢献度)

小中学校の頃に郷土の歴史に触れることで、地域に残される文化財の価値を知り、その保護
に対する理解を進めることになる。
各学校の研究成果を通じて、市民の文化財への理解が深まる。

効率性
(コスト)

各クラブが効果的に活動を行い、成果発表会や企画展などを通じて研究成果を公開していく
上で最低限の経費である。
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